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0 0 0 0 0
形式であり、これらの形式によって表される意味が即、認識的モダリテ
「推量」と「確認要求」











































































































































































































































































































































































































































































































































































































ダロウ デハナイカⅠ デハナイカⅡ ネ
確認要求
命題確認の要求 ○ ― ○ ○
知識確認の要求 ○ ○ ― ―



































































































































































































































































─  49 ─
“ダロウ”が生起した場合、前述のスキーマと合成され、「話し手の想像
の中で命題を真である
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